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リオデジャネイロオリンピック地域予選競技会 代表⼈⾺選考基準 
≪ 総合⾺術競技≫  

 
     平成 27 年 3 ⽉ 5 ⽇ 

 
⽇本⾺術連盟は、2016 年に開催されるリオデジャネイロオリンピックの出場権を獲得するため

地域予選競技会に代表選⼿団を派遣する。 
地域予選競技会に派遣する代表⼈⾺は、この基準によって選考する。 

 
【地域予選競技会】 

グループF/Gチャンピオンシップ（国際総合⾺術競技会CCIO3*Boekelo内で実施） 
 
⽇程   2015 年 10 ⽉ 8 ⽇〜11 ⽇ 
場所   Boekelo / オランダ 
対象地域  グループF/G 
   アフリカ 中東 東南アジア オセアニア 
五輪団体出場権 1 ヶ国 

 出場可能数  1 ヶ国 3〜4 ⼈⾺ 
 
【申し込み条件】 

1. ⼈⾺とも⽇本⾺術連盟およびFEIに登録があること。 
2. ⾺匹は 7 歳以上であること。 
3. 地域予選競技会に出場する⾺匹を選⼿の責任において競技会場に輸送できること。（輸送費

は⾃⼰負担、参加料は⽇本⾺術連盟が負担する） 
4. 地域予選競技会において当連盟から⽀給するウェアおよび⾺具を使⽤すること。  

 
【申し込み⽅法】 

地域予選競技会に参加を希望する選⼿は、2015 年 6 ⽉ 30 ⽇までに⽇本⾺術連盟事務局まで
⼈⾺のコンビで申し込むこと。 
 
 【選考基準】 

以下の基準により派遣する 4 ⼈⾺を選考し、オリンピック対策会議の承認を得て、理事会で決
定する。ただし、地域予選競技会におけるチーム競技対象⼈⾺を指定する場合は、監督に⼀任する。
なお、代表⼈⾺が出場できなくなった場合、可能な限り以下の基準に従って順次繰り上げる。 

 
1. 地域予選競技会に出場できる要件を満たす⼈⾺を代表とする。 

※CCI3*チャンピオンシップ出場要件： 

1 回のCCI3*（当該競技会前年の 1 ⽉ 1 ⽇以降に開催された競技）をFEI資格認定成績
を満たす成績で完⾛していること 

※ 競技出場のためのテクニカル要件はFEI総合⾺術規程第 5 章（第 516 条〜第 522
条）を参照のこと 

2. 上記１に該当する⼈⾺が出場可能数を超える場合、2015 年 1 ⽉ 1 ⽇から 7 ⽉ 31 ⽇まで
に開催されるCCI3*の資格認定成績を満たした競技会における減点数の少ない⼈⾺を優先
して選考する。 
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3. 上記 2 で定員に満たない場合、残りの枠は 2014 年に開催されたCCI3*の資格認定成績を
満たした競技会における減点数の少ない⼈⾺を優先して選考する。 

※資格認定成績は以下の通り。 

⾺場⾺術    減点 75 点以内 
クロスカントリー  減点 0 点で完⾛ 

      規定タイム超過は、3*では 90 秒以内、4*では 120 秒以内 
障害⾺術    減点 16 点以内 

 

※2 および 3 において同減点の場合、以下の優先順位で選考する。 

①クロスカントリーでの減点の少ない⼈⾺ 
②障害⾺術での減点の少ない⼈⾺ 
③それでもなお同点の場合は監督が総合的に判断する



 
 

3 / 4 

 

 
リオデジャネイロオリンピック 代表⼈⾺選考基準 

≪ 総合⾺術競技≫  
 

平成 27 年 3 ⽉ 5 ⽇ 
 
 ⽇本⾺術連盟は、2016 年に開催されるリオデジャネイロオリンピックの出場権を獲得した場合
の代表⼈⾺選考基準をここに定める。 
 
【第 31 回オリンピック競技⼤会（2016/リオ・デ・ジャネイロ）】 
 2016 年 8 ⽉ 5 ⽇－21 ⽇（ブラジル/リオ・デ・ジャネイロ） 
 団体出場権を獲得した場合：出場可能数 4 ⼈⾺ 
 個⼈出場権を獲得した場合：出場可能数 1〜2 ⼈⾺ 
 
【申し込み条件】 

1. 選⼿は 1998 年 12 ⽉ 31 ⽇以前の⽣まれであること（⼤会年に 18 歳以上）。 
2. ⾺匹は 2008 年 12 ⽉ 31 ⽇以前の⽣まれであること（⼤会年に 8 歳以上）。 
3. ⼈⾺とも⽇本⾺術連盟およびFEIに登録があること。 
4. ⾺匹は、2016 年 4 ⽉ 1 ⽇時点で⽇本⾺術連盟の登録⾺であること。 
5. ⾺匹は、2016 年 1 ⽉ 15 ⽇時点でFEIパスポートの⾺匹所有者が⽇本国籍であること。 

 
【申し込み⽅法】 

1. 第 1 次申し込み（JEFへの選⼿名の申込）:2015 年 12 ⽉ 28 ⽇ 
※第 1 次申し込みをした選⼿は 2016 年 3 ⽉末頃にJOC選⼿台帳（グルーム・ホースオーナー情報含む）を提出すること 

2. 第 2 次申し込み（JEFへの⾺匹名の申込）:2016 年 4 ⽉ 28 ⽇ 
（第 2 次申し込みは第 1 次申し込みをした選⼿に限り⾏うことができる） 

3. ⽇本⾺術連盟事務局宛てに所定の書式にて提出のこと 
 

【選考基準】 
 以下の基準により代表⼈⾺を選考し、オリンピック対策会議の承認を得て、理事会で決定する。 
《団体出場権を獲得した場合》 
  JOCの推薦締切⽇の約 2 週間前までに⼈⾺のコンビでFEI出場最低基準（以下：MER）を取得

し、総合⾺術ナショナルチームメンバーに認定されている⼈⾺の中から代表⼈⾺を選考する。 
1． 選考の対象となる⼈⾺が4⼈⾺以内の場合は、その⼈⾺を代表とする。 

2． 選考の対象が5⼈⾺以上の場合は2016年1⽉1⽇以降の競技について、下記の優先順位
により選考する。 

① CCI4*のMER認定成績を満たした競技における減点数の少ない⼈⾺。複数の競技に
出場した⼈⾺については、最も成績の良かった競技を対象とする。 

② CCI3*のMER認定成績を満たした競技における減点数の少ない⼈⾺。複数の競技に
出場した⼈⾺については、最も成績の良かった競技を対象とする。 

③ ①または②において同減点の場合は、以下の優先順位で選考する。 
i. クロスカントリーで減点の少ない⼈⾺ 
ii. 障害⾺術で減点の少ない⼈⾺ 
iii. それでもなお同点の場合は監督が総合的に判断する 

3． 上記2．の条件を満たす⼈⾺が4組に満たない場合は、残りの枠はこれまでに出場した
CCI／CIC競技におけるスターレベル、減点数および⾺の状態を⽐較し監督が総合的
に判断する。 
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※ MER: FEI出場最低基準 
CCI4*において１回のクオリファイ または 
CCI3*において１回およびCIC3*において１回のクオリファイ 
なお、CIC3*はCCI3*でもよい 

※ クオリファイのための認定成績： 
⾺場⾺術    減点 75 点以内 
クロスカントリー  減点 0 点で完⾛ 

      規定タイム超過は、3*では 90 秒以内、4*では 120 秒以内 
障害⾺術    減点 16 点以内 

 
 

《個⼈出場権を取得した場合》 
個⼈出場権を得ることとなった当該⼈⾺を代表とする。なお、当該⼈⾺が出場できなく

なった場合は、団体出場権を獲得した場合の代表⼈⾺選考基準に則って、代表⼈⾺を選考す
る。 


